
小田原のエネルギーの現状 

小田原市環境部環境政策課 
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エネルギー消費の形態 

電気 

ガス（天然ガス、プ
ロパンガス・・） 

石油製品（ガソリ
ン、軽油、灯油・・） 

さまざまな形態でエネルギーは消費される 

冷暖房 

照明 

テレビ・冷蔵庫な
ど家電製品 

調理 

給湯 

自動車 など 
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電力消費量 

４．５億ｋＷｈ 

小田原市内の家庭向け電力消費量（平成２２年度） 

市民１人あたり 
     ２，２６９ｋＷｈ 

（参考） 
全国平均（１人あたり） ２，３７６ｋＷｈ 
県内平均（１人あたり） ２，０４５ｋＷｈ 

3 ＊市内・県内電力消費量は小田原市環境政策課による推計値 

＊産業向けを加えると約１３．４億ｋWh 



ＣＯ２排出量 

約１０５万トン 小田原市内のＣＯ２排出量 
（平成２１年度確定値） 

市民１人あたり 
     ５．３トン 

（参考） 
全国平均（１人あたり） ９．８トン（Ｈ２２速報値） 
県内平均（１人あたり） ７．６トン（Ｈ２１確定値） 
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市内の再生可能エネルギー導入の現状 

①太陽光発電 
②太陽熱利用 
③バイオマス利用（ＢＤＦ等） 
 については、導入実績あり。 

 その他については、実績がないか、あって
も極めて小さい導入量と推測。 
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家庭用太陽光発電システム導入の実績 

１，２８３か所 
設備容量４，７２３ｋＷ 

 年間期待発電量  
４，７２３千ｋＷｈ  

（平成２２年度末） 

１戸建て住宅普及率 ２．８５％ 

（参考） 
日本全体の普及率 ３．３％（Ｈ２１） 
神奈川県普及率  ２．３％（Ｈ２１） 

家庭向け電力消費量に占める割合１．０５％ 
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方向性 

未利用の再生可能エネルギー源をどのように
して持続的に生み出してしていくかが課題。 

課題は多いが、再生可能エネルギーの開発
は、地域に資金循環と雇用を生み出す可能性
あり。これを実現するためには、民間と行政が
協働する仕組みの構築が必要。 

 

小田原再生可能エネルギー事業化検討協議会
での検討に着手（H23.12～） 
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